
 

 

２
月
20
日
の
第
１
回
区
議
会

定
例
会
の
予
算
特
別
委
員
会
に
、

日
本
共
産
党
区
議
団
と
し
て
、

議
員
提
案
権
を
活
用
し
て
２
０

２
６
年
度
渋
谷
区
予
算
に
対
す

る
修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

牛
尾
区
議
団
長
が
修
正
案
の
説

明
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
説
明

の
一
部
と
修
正
内
容
の
抜
粋

(

下
表)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

ま
ず
、
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
で
す
。 

 

歳
出
で
は
、
（
款
）
議
会
費
、
土

木
費
で
23
億
６
３
５
３
万
８
千

円
を
増
額
し
、
総
務
費
、
民
生
費
、

衛
生
費
、
環
境
費
、
産
業
経
済

費
、
教
育
費
で
43
億
７
１
８
４

万
５
千
円
を
増
額
し
、
差
し
引

き
20
億
８
３
０
万
７
千
円
を
増

額
し
ま
す
。
歳
入
で
は
（
款
）
使

用
料
及
び
手
数
料
、
国
庫
支
出

金
、
都
支
出
金
、
寄
附
金
、
諸
収

入
で
27
億
２
１
８
９
万
５
千
円

を
減
額
し
、
（
款
）
繰
入
金
を
47

億
３
０
２
０
万
２
千
円
増
額
し
、

差
し
引
き
で
歳
出
と
同
額
の
20

億
８
３
０
万
７
千
円
を
増
額
し

ま
す
。 

■
主
な
修
正
点 

●
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
①

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
均
等
割

の
み
世
帯
へ
の
万
円
の
給
付
金

に
４
億
６
千
万
円
余
、
だ
れ
も

が
使
え
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

に
２
億
２
千
万
円
余
、
物
価
高

騰
で
減
収
に
な
っ
た
中
小
企
業

支
援
に
６
億
５
千
万
円
余
、
賃

上
げ
し
た
小
規
模
企
業
支
援
と

し
て
１
億
２
千
万
円
余
の
他
、

若
者
、
子
育
て
世
帯
へ
の
家
賃

補
助
の
復
活
な
ど
を
予
算
化
し

て
い
ま
す
。 

●
福
祉
の
充
実
で
は
、
廃
止
し

た
敬
老
祝
い
金
の
復
活
に
１
億 
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日
本
共
産
党
渋
谷
区
議
団
が
、
２
０
２
６
年
度
予
算
に
対
す
る
修
正
案
を
提
案 

物
価
高
騰
対
策
・
義
務
教
育
保
護
者
負
担
ゼ
ロ
な
ど
72
項
目 

 
 

 

 

に…
 

 

区分 事業名 増額 減額

物価高騰対策で住民税非課税と均等割のみの世帯に１万円支給する 465,277

誰もが利用できるプレミアム付き商品券事業を実施する 224,180

光熱費や原材料の高騰で減益となった中小の事業者を支援する 652,500

賃上げした小規模企業に最賃引き上げ相当分を支援する 126,658

単身若年者むけの家賃補助制度を復活する 14,400

子育て世帯への家賃補助を復活する 21,600

生活保護世帯への夏冬の見舞金を復活する(各4000円） 19,912

75歳以上全員への敬老金事業を継続する 167,780

補聴器購入費助成制度を拡充する 72,402

後期高齢者医療保険料の値上げ分相当額を生活支援手当として支給する 288,082

訪問介護事業所の運営を支援するため事務所家賃の一部を助成する 18,000

各地域包括支援センターの職員を増員し、地域包括システムを構築する 148,500

心身障害者福祉タクシーの単価切り下げを元に戻し、対象を拡大する 81,838

放課後等デイサービスの利用料を公費負担にする 4,321

がん検診の二次健診を公費負担にする 27,485

子育て環境を充実させるため、子ども施策推進会議を設置する 688

保育園給食を直営に戻すための職員を配置する(51人） 261,136

保育園用務の民間委託を中止するための職員を配置する(22人） 112,646

出産一時金を増額する（81万円までの出産費用を実質無料にする） 235,852

民間保育士の処遇改善のため給与を月１万円上乗せする助成を行う 129,600

私立保育園法外援助　公私格差是正のため増額する 226,676

大学生等の給付制奨学金制度を創設する 200,000

私立小中学生等への給食費補助を実施する（区立小中と同額を支給） 503,163

中学校新入生標準服の保護者負担を軽減する 39,435

小学校1,2学年で30人以下学級を実現する（11人職員配置） 75,102

小中学校の就学援助対象を拡大（区予算の1.5倍）、新入学学用品費の増額 37,406

中学校で35人以下学級を実現する（9人職員配置） 61,447

区立小中学生の学用品費を無料化する 75,537

学校統廃合による小中一貫校の設計費等を減額する -53,000

区立中学生の修学旅行旅費の保護者負担を無料化する 47,780

移動教室の保護者負担を無料化する（小学４年生・中学２年生） 22,637

夏季校外学習の保護者負担を無料化する(小学校５、６年生） 56,869

社会教育の充実 社会教育館の充実のため社会教育主事を配置する（各館１名増員） 30,090

地球温暖化防止のための対策審議会を設置する 592

太陽光発電設置費助成を復活する 85,000

住宅リフォーム助成制度を拡充する 6,500

商店街支援 商店街活動助成(街路灯電気代の全額補助）の拡充 33,185

建設物の耐震化促進のために助成を拡大する 654,784

木造住宅密集地域の消火器整備を拡充する 2,812

区の備蓄品の品目と数量を拡充する（帰宅困難者３万食など） 68,016

感震ブレーカー設置を拡充する 11,163

民間施設（私立保育園、幼稚園、障がい者施設）の防災備蓄を助成する 47,820

在宅避難者支援として、カタログギフトを全世帯に配布する 645,747

国保料の子どもの均等割をゼロにし、均等割り軽減を１割引き上げる -240,893

子どもと低所得者の軽減した保険料を一般会計から補填する 240,893

国民健康保険料の軽減を行うために国民健康保険事業会計に繰り出す 240,893

再開発事業者のための区道廃止による寄付金を削除する -1,800,000

渋谷駅五街区整備は事業者が行うものなので税金投入を中止する -1,376,113

住民合意のない玉川上水旧水路緑道再整備事業の新規契約を中止する -1,312,700

補助18号線整備は大企業の再開発に連動する事業のため削減する -401,999

スタートアップ企業支援は区税を投入して行う事業でないため削減する -194,522

渋谷未来デザインへの支援（幹部の人件費と派遣職員の共済費）は中止する -25,277

河津さくらの里しぶやの増改築の経費と廃止後の運営費を削減する -312,859

河津保養所廃止に伴い、他の宿泊施設への宿泊費の補助を実施する 26,562

財源 区民要求実現のために財政調整基金から繰入する 4,730,202

国保料の
負担軽減

大型開発や大
企業支援の削

除

ムダ遣いの削除
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物価高騰対策
/生活支援

福祉の充実

子ども家庭部

義務教育の負
担ゼロ

/教育の充実

地球温暖化
・環境対策

防災対策

田中 

６
千
万
円
余
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
値

上
げ
分
を
支
援
す
る
た
め
に
２
億
８
千
万
円

余
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

●
教
育
の
充
実
で
は
、
す
べ
て
の
義
務
教
育
の

子
ど
も
の
給
食
費
無
償
化
や
学
用
品
、
修
学
旅

行
な
ど
の
保
護
者
負
担
ゼ
ロ
の
た
め
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。 

まさや 
  


